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ま
ち
の
わ
だ
い

苓
北
か
ら
世
界
へ
。

まちを守る、助け合いの心。
来たれ！消防団員

広
報
担
当
が
聞
く
！ 

役
場
の
し
ご
と
シ
リ
ー
ズ

町
の
予
算
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まちのわだい｜TOWN TOPICS｜

 

（
株
）シ
ン
メ
イ
の
社
長
に
就
任
し
た
吉
田

晃
氏
は
、
福
井
県
鯖
江
市
で
繊
維
業
を
営
む

吉
田
産
業（
株
）の
代
表
取
締
役
で
も
あ
り
ま

す
。
進
出
に
つ
い
て
吉
田
社
長
は
、「
日
本
で

は
シ
ン
メ
イ
に
し
か
な
い
機
械
で
、
環
境
に

配
慮
し
た
和
紙
や
綿
な
ど
の
天
然
素
材
を
使

用
し
、
世
界
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド

『
イ
ッ
セ
イ
ミ
ヤ
ケ
』
を
は
じ
め
と
す
る
繊

維
製
品
を
つ
く
る
会
社
で
す
。
苓
北
の
地
か

ら
世
界
に
通
用
す
る
商
品
を
発
信
し
、
町
民

皆
さ
ん
に
も
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
会
社
を
目
指
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
（
株
）シ
ン
メ
イ
は
、
４
月
に
本
格
的
に
操

業
を
開
始
。
現
場
を
統
括
す
る
の
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
菅
原
和
平
さ
ん
（
釜
区
在
住
）
で

す
。
菅
原
さ
ん
は
編
立
縫
製
を
、
城
下
春
光

さ
ん
（
河
浦
町
）
が
染
色
を
担
当
。
こ
の
ほ

か
町
内
か
ら
正
社
員
と
し
雇
用
さ
れ
た
３
人

と
パ
ー
ト
従
業
員
２
人
（
予
定
）
の
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ッ
セ
イ
ミ
ヤ
ケ
に
も
認

め
ら
れ
、
進
出
の
後
押
し
に
も
な
っ
た
菅
原

さ
ん
の
編
立
技
術
。
城
下
さ
ん
の
染
色
技
術

と
あ
わ
せ
て
、「
技
術
を
３
人
へ
継
承
し
て
い

き
た
い
」と
の
こ
と
で
す
。

　

世
界
に
通
用
す
る
商
品
と
は
、
世
界
に
通

用
す
る
も
の
づ
く
り
の
技
術
と
も
、
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

（
株
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メ
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の
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に
就
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た
吉
田

晃
氏
は
、
福
井
県
鯖
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繊
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を
営
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吉
田
産
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株
）の
代
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取
締
役
で
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あ
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ま

す
。
進
出
に
つ
い
て
吉
田
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で
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シ
ン
メ
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に
し
か
な
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機
械
で
、
環
境
に

配
慮
し
た
和
紙
や
綿
な
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天
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世
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ョ
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ラ
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通
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商
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発
信
し
、
町
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さ
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に
も
誇
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に
思
っ
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も
ら
え
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よ
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会
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目
指
し
た
い
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話
し
ま
し
た
。

　
（
株
）シ
ン
メ
イ
は
、
４
月
に
本
格
的
に
操
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を
開
始
。
現
場
を
統
括
す
る
の
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
菅
原
和
平
さ
ん
（
釜
区
在
住
）
で

す
。
菅
原
さ
ん
は
編
立
縫
製
を
、
城
下
春
光

さ
ん
（
河
浦
町
）
が
染
色
を
担
当
。
こ
の
ほ

か
町
内
か
ら
正
社
員
と
し
雇
用
さ
れ
た
３
人

と
パ
ー
ト
従
業
員
２
人
（
予
定
）
の
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ッ
セ
イ
ミ
ヤ
ケ
に
も
認

め
ら
れ
、
進
出
の
後
押
し
に
も
な
っ
た
菅
原

さ
ん
の
編
立
技
術
。
城
下
さ
ん
の
染
色
技
術

と
あ
わ
せ
て
、「
技
術
を
３
人
へ
継
承
し
て
い

き
た
い
」と
の
こ
と
で
す
。

　

世
界
に
通
用
す
る
商
品
と
は
、
世
界
に
通

用
す
る
も
の
づ
く
り
の
技
術
と
も
、
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
成
29
年
４
月　

土
地
建
物
賃
貸
借
契
約

　
　
　
　

５
月　

改
修
工
事
着
手

　
　
　
　

10
月　

会
社
法
人
登
記

　
　
　
　

11
月　

試
験
操
業
開
始

平
成
30
年
４
月　

立
地
協
定

株式会社 シンメイ
代表取締役　吉田晃
苓北町坂瀬川962番地
従業員数　10人
☎３１－１０２５

写真上＝菅原和平さん
写真下＝城下春光さん

上田みづほさん（左、浜之町）と荒木由衣さん（馬場）。このほか、
山口洋子さん（浜之町）、木口みづよさん（二江）が勤務する。

吉田晃代表取締役と田嶋章二苓北町長

繊
維
製
品
の
編
立
・
染
色
・
販
売
な
ど
を
行
う︵
株
︶シ
ン
メ
イ

が
︑
旧
坂
瀬
川
公
民
館
跡
地
に
進
出
・
起
業
し
ま
し
た
︒
同
社

は
︑
世
界
的
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド　
　

イ
ッ
セ
イ
ミ
ヤ
ケ
︱

︱
の
製
品
を
手
が
け
る
な
ど
︑
世
界
に
通
用
す
る
商
品
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
︒

苓
北
町
で
起
業
︑︵
株
︶シ
ン
メ
イ
が
め
ざ
す

苓
北
か
ら
世
界
へ
︒

町の動き
平成30年３月末現在

表紙　２年振りに、富岡稲荷
神社初午大祭で奉納された
「蛇踊り」。鳥居をバックに、
蛇が姿を、現した。
（３月18日、富岡稲荷神社）

カレンダー（主な行事予定）
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まちのわだい 苓北から世界へ。
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広報担当が聞く！ 役場のしごとシリーズ

歴史を訪ねて　－第７３回－
チームぱくぱく/ひだまり

みんなのひろば

来たれ！消防団員

社協だより
たっしゃかもん 
　　№205 松本 ミヱコさん（古里）
後期高齢者医療加入者の皆さんへ
新年度異動など/退職者あいさつ
pickupPHOTO
information
おしらせ
こせきのまど
特別企画 閉校から１年、受け継がれる水産魂
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６日

20日

27日

天草西海岸春の窯元めぐり（4/28～）

苓北中学校体育大会

町内小学校運動会

日 月 火 水 木 金 土

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

5 May2018

日 月 火 水 木 金 土

　
5
12
19
26

　
6
13
20
27

　
7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

３
10
17
24

4
11
18
25

6 June2018

７日

　　９日

17日

　

議会定例会（～８日　※予定）

福祉スポーツ大会

関西ふるさと苓北会総会・懇親会

※（ ）は前月比

7,311人（－59）
男3,439人（－26）　女3,872人（－33）
世帯数　3,165戸（－16）

　町内４小学校の入学式は４月10日に行われ、62
人（男子35、女子27）が新一年生となりました。
　このうち富岡小学校には12人（男子７、女子
５）が入学。松田貴子校長は児童らへ向け、「車に
気をつけましょう。ケガをしないようにお兄さん
お姉さんの話をよく聞きましょう。あいさつをし
ましょう。先生の言うことをしっかり聞きましょ
う」と話していました。
　なお、苓北中学校の新１年生は62人（男子33、
女子29）となっています。

（４月10日、富岡小学校体育館）

祝 入学　小学校入学式
｢車に気をつけましょう！｣

元気よく返事をする新１年生

季節の花
「リビングストンデージー」
池田久道さん（新町）が
富岡西海岸、漁協入口付
近の国道沿いに植栽。

あ
み
た
て



民
の
福
祉
向
上
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
︒
次
は
︑
新
年
度
予
算
の
内
容
な
ど

を
財
政
担
当
者
に
聞
き
ま
し
た
︒

広
報　

総
額
は
45
億
6,
7
0
0
万
円
で
間

違
い
な
い
で
す
か
？

財
政　

は
い
︒

広
報　

そ
れ
で
は
歳
入
面
か
ら
︒
町
︵
自
治

体
︶
の
収
入
の
主
な
も
の
を
教
え
て
く
だ

さ
い
︒

財
政　

ま
ず
は
町
税
で
す
︒
町
税
︵
町
民

税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
た
ば

こ
税
・
入
湯
税
︶
が
歳
入
全
体
の
32
・
5

％
を
占
め
て
い
ま
す
︒
ま
た
町
税
の
内
約

79
％
は
固
定
資
産
税
︵
内
約
79
％
が
九
州

電
力
分
︶
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
次
に
占
め

る
割
合
が
高
い
の
が
地
方
交
付
税
の
29
・

9
％
と
な
り
ま
す
︒

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る
町
の
予
算
︒

ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
︒

た
だ
で
さ
え
専
門
用
語
が
多
く
取
っ
つ
き
に

く
い
分
野
︒
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
な
る

よ
う
質
問
形
式
に
し
ま
し
た
︒　

　
協
力
者
は
︑
担
当
課
長
と
財
政
担
当
者
で

す
︒

︵
質
問
者
：
広
報
＝
広
報
担
当
︑
回
答
者
：

課
長
＝
荒
木
広
之
企
画
政
策
課
長
・
財
政
＝

浦
田
義
浩
参
事
︵
財
政
担
当
︶
︶

広
報　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒
本
題
の

前
に
︑
企
画
政
策
課
は
ど
ん
な
仕
事
を
す

る
と
こ
ろ
で
す
か
？

課
長　

主
な
も
の
は
町
の
総
合
計
画
に
関
す

る
こ
と
︑
財
政
・
財
務
に
関
す
る
こ
と
に

加
え
︑
統
計
や
景
観
整
備
︑
電
源
開
発
︑

企
業
誘
致
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
︒

広
報　

分
野
と
し
て
は
幅
広
い
で
す
ね
︒

課
長　

そ
う
い
え
る
と
思
い
ま
す
︒

広
報　

特
に
今
年
は
︑
４
年
に
一
度
の
産
業

文
化
祭
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
ね
？

課
長　

11
月
17
・
18
日
︵
土
・
日
︶
に
開
催

し
ま
す
︒

広
報　

何
か
Ｐ
Ｒ
は
あ
り
ま
す
か
？

課
長　

現
在
の
︑
苓
北
町
の
産
業
・
文
化
の

集
大
成
で
す
︒
た
く
さ
ん
の
町
民
皆
さ
ん

に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
︑
賑
わ
い
の
あ

る
産
業
文
化
祭
に
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
︒

広
報　

今
号
で
も
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募

集
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
︒
ぜ
ひ
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
︒

広
報　

さ
て
︑
本
題
で
す
︒
今
月
か
ら
新
年

度
︒
と
い
う
こ
と
で
今
日
は
︑
平
成
30
年

度
の
予
算
に
つ
い
て
聞
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒

広
報　

そ
も
そ
も
で
す
が
︑
毎
年
の
予
算
は

ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

課
長　

そ
こ
か
ら
？　

︙
は
い
︒
役
場
で
は

だ
い
た
い
︑
前
年
の
11
月
頃
か
ら
翌
年
度

予
算
の
準
備
に
入
り
ま
す
︒
ま
ず
は
国
・

熊
本
県
の
動
向
や
苓
北
町
振
興
計
画
︑
そ

し
て
町
長
の
施
政
方
針
を
も
と
に
予
算
編

成
方
針
を
決
め
ま
す
︒

広
報　

ず
い
ぶ
ん
早
い
時
期
か
ら
準
備
す
る

の
で
す
ね
︒
そ
の
後
は
ど
う
い
う
流
れ
に

な
り
ま
す
か
？

課
長　

各
課
に
対
し
予
算
編
成
方
針
を
説
明

し
︑
予
算
要
求
を
し
て
も
ら
い
ま
す
︒
そ

の
後
︑
副
町
長
査
定
・
町
長
査
定
︵
１
～

２
月
︶
と
続
き
ま
す
︒

広
報　

査
定
と
は
？

課
長　

各
課
ご
と
に
︑
事
業
経
費
の
見
直
し

や
事
業
実
施
の
可
否
も
含
め
て
内
容
を
精

査
す
る
こ
と
で
す
︒
並
行
し
て
財
源
調
整

を
行
い
ま
す
︒

広
報　

な
る
ほ
ど
︒
そ
れ
で
予
算
は
完
成
で

し
ょ
う
か
？

課
長　

ま
だ
で
す
︒
財
源
調
整
を
終
え
た
当

初
予
算
案
を
３
月
議
会
に
提
出
し
︑
議
会

の
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
内
容
審
査
を

う
け
承
認
さ
れ
て
初
め
て
新
年
度
予
算
が

成
立
し
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
町
の
予
算
は
成
立
ま
で
に

諸
々
の
過
程
を
経
て
い
ま
す
︒
限
ら
れ
た
貴

重
な
お
金
︵
財
源
︶
は
確
実
か
つ
適
正
に
町

45   広報れいほく ２０１８ ４月号広報れいほく ２０１８ ４月号

　苓北町の平成30年度当初予算（一般会計と10
の特別会計）が、３月に開かれた第18回苓北町
議会定例会で成立しました。
　５つの重点取り組み事項をはじめ、苓北町の
さらなる福祉向上のため、予算の適正かつ確実
な執行にスピード感をもって努めます。

今号では、新年度予算の概要にあわせて、町の予算や財
政事情を、役場財政担当課へのインタビュー形式でお伝
えします。ぜひ、ご一読ください。

平成30年度予算
まちづくりを推進する
５つの重点施策

安
心
な
ま
ち
︑安
全
な
ま
ち

近
年
の
大
規
模
自
然
災
害
を
教
訓
に
し
た
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
！

○
消
防
倉
庫
移
設
と
消
防
積
載
車
更
新

○
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
向
上

○
地
す
べ
り
災
害
復
旧
事
業 etc.

子
ど
も
︑子
育
て
を
応
援
す
る
ま
ち

｢

少
子
社
会
は
国
を
滅
ぼ
す｣

︒先
ん
じ
て
取
り
組
ん
で
き
た
子

育
て
対
策
や
︑
不
妊
治
療
医
療
費
助
成
事
業
︑
結
婚
支
援
事
業

を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
！

行
っ
て
み
た
い
と
思
う
ま
ち

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
︒
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
苓
北
町
︒さ
ら
な
る
情
報
発
信
で
交
流
人
口
の
拡

大
に
引
き
続
き
努
め
ま
す
！

農
・
林
・
漁
・
食
を
活
か
す
ま
ち

○
農
業
・
林
業
・
漁
業
を
支
援
す
る
各
種
補
助
︑
後
継
者
の
育

　
成
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
！

○
新
た
に
海
藻
類︵
ク
ロ
メ
︑ひ
じ
き
等
︶の
養
殖
・
栽
培
実

　
証
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
！

○
観
光
交
流
ブ
ラ
ン
ド
事
業
で
は
︑地
元
産
品
を
活
用
し
た｢

食｣

　
の
商
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
︑
地
域
商
社
設
立
へ
向
け

　
た
人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
！

多
様
な
人
材
を
育
む
ま
ち

多
様
な
人
材
を
育
て
る
た
め
の
教
育
力
向
上
に
努
め
ま
す
！

○
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教
育
支
援
事
業︵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　
支
援
事
業
︶を
中
学
校
に
も
導
入
し
ま
す
！

○
新
た
に
中
学
校
の
空
調
設
備
設
置
事
業
を
実
施
し
ま
す
︵
小

　
学
校
は
空
調
設
備
設
計
調
査
を
今
年
度
に
実
施
し
ま
す
︶
︒

役場のしごと
広報担当が聞く！

シリーズ

No.1 町の予算

町の財政、総合計画を司る

企画政策課
Pickup

前年比

32.5%
1.1%
4.4%
0.8%
1.1%
1.4%
8.9%
7.4%
29.9%
7.8%
4.7%
100%

町税
財産収入
繰入金
諸収入
使用料ほか
その他
国庫支出金
町債
地方交付税
県支出金
その他
歳入合計

構成比予算額区　分

1,485,151
49,826

199,636
38,476
48,375
63,505

406,060
339,200

1,364,800
354,021
217,950

4,567,000

【歳入内訳】　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

※使用料ほか＝使用料及び手数料

3,261
11,100
18,209
△8,720

348
△13,563
△78,803
△62,500

4,800
△52,782

5,650
△173,000

広報担当が聞く！役場のしごと　シリーズ No.１

自
主
財
源

依
存
財
源



100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%

を
20
億
円
圧
縮
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
︒
今
年
度
は
元
金
償
還
額

6
6
0,
2
6
1
千
円
に
対
し
︑
町
債
発

行
額
を
3
3
9,
2
0
0
千
円
︵
う
ち

2
1
0,
0
0
0
千
円
は
臨
時
財
政
対
策

債
※
︶
と
し
ま
し
た
︒
※
赤
字
地
方
債
と
も

呼
ば
れ
、
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税

の
不
足
額
を
補
う
た
め
、
地
方
自
治
体
が
発

行
す
る
特
例
的
な
公
債
の
こ
と
。
使
途
は
自

由
。
元
利
償
還
金
は
翌
年
度
以
降
、
国
が
普

通
交
付
税
で
全
額
手
当
す
る
。

広
報　

え
？
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
︒
10
年
で

20
億
円
の
借
金
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
で

す
か
？

財
政　

そ
う
で
す
︒
今
年
度
は
３
億
の
借
金

︵
右
の
※
か
ら
い
く
と
実
質
１
億
︶
に
対

し
︑
６
億
を
返
済
す
る
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
︒

広
報　

あ
︱
︑
実
質
残
高
が
減
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
ね
︒

財
政　

そ
う
で
す
︒

広
報　

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
︒
紙
面
の
都
合

で
こ
こ
ま
で
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒

︵
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
お
わ
り
︶

　

い
つ
も
と
趣
向
を
変
え
て
取
り
上
げ
た
平

成
30
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額

は
︑
45
億
6,
7
0
0
万
円
︵
前
年
比

△
３
・

６
％
︶
で
︑
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
と
な

り
ま
し
た
︒
下
段
以
降
︑
町
債
残
高
の
予

測
︑
特
別
会
計
の
予
算
状
況
︑
歳
入
歳
出
予

算
の
積
み
上
げ
グ
ラ
フ
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

広
報　

町
税
と
地
方
交
付
税
で
６
割
強
と
い

う
こ
と
で
す
ね
︒

広
報　

次
に
歳
出
面
に
つ
い
て
︒
各
分
野
が

占
め
る
予
算
額
の
割
合
︵
目
的
別
経
費
︶

で
は
少
々
わ
か
り
に
く
い
の
で
︑
重
点
的

な
事
業
︑
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
を
教
え

て
く
だ
さ
い
︒

財
政　

平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て
︑
５
つ

の
重
点
施
策
を
︵
４
頁
の
と
お
り
︶
掲
げ

て
い
ま
す
︒

広
報　

そ
れ
が
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
ね
︒

財
政　

そ
の
と
お
り
で
す
︒

広
報　

町
の
財
政
事
情
や
見
通
し
は
ど
う
で

し
ょ
う
？
公
債
費
︵
借
金
返
済
︶
の
占
め

る
割
合
が
高
い
よ
う
で
す
が
？

財
政　

直
近
の
平
成
28
年
度
決
算
で
み
る

と
︑
財
政
の
健
全
性
を
示
す
４
つ
の
健
全

化
判
断
比
率
︵
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実

質
赤
字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将
来

負
担
比
率
︶
は
す
べ
て
早
期
健
全
化
判
断

基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
︒
公
債
費
に
つ

い
て
は
︑
平
成
31
年
度
が
ピ
ー
ク
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
︑
町
民
の
安
心

と
安
全
を
守
る
べ
く
︑
振
興
計
画
の
前
倒

し
も
含
め
︑
交
付
税
措
置
率
の
高
い
地
方

債
を
使
い
積
極
的
に
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
で
す
︒

広
報　

交
付
税
措
置
と
は
？

財
政　

翌
年
度
以
降
︑
町
債
の
元
利
償
還
金

が
︑
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
町
へ
手
当
さ

れ
ま
す
︒

広
報　

ん
︱
︑
わ
か
り
や
す
く
︒
例
え
ば
90

％
の
措
置
率
だ
と
ど
う
な
り
ま
す
か
？

財
政　

町
が
借
り
た
お
金
の
９
割
分
は
︑
あ

と
で
︑
国
か
ら
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
︒

広
報　

な
る
ほ
ど
︒
で
は
現
実
的
に
︒
現
時

点
で
町
︵
一
般
会
計
︶
の
町
債
残
高
︵
借

金
︶
の
償
還
︵
返
済
︶
に
︑
ど
の
く
ら
い

が
交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
か
？

財
政　

約
６
割
は
措
置
さ
れ
る
計
算
と
な
り

ま
す
︒

広
報　

借
り
て
い
る
お
金
の
半
分
以
上
は
交

付
税
で
み
て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
︒
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
︒
そ
れ
で
は
︑

今
後
︑
財
政
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

あ
り
ま
す
か
︒

財
政　

引
き
続
き
︑
計
画
的
に
︵
振
興
計
画

に
沿
っ
て
︶
町
債
残
高
を
減
ら
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
平
成
29
年
度
か

ら
の
10
年
間
で
︑
一
般
会
計
の
町
費
残
高

67 広報れいほく ２０１８ ４月号

前年比
1.7％

14.5％
30.4%
11.2%
6.2%
2.4%
4.0%
4.7%
8.8%
0.0%

15.9%
0.0%
0.2%

100%

議会費
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費
諸支出金
予備費
歳出合計

構成比予算額区　分
76,560

664,904
1,387,119

512,972
285,045
108,848
181,713
214,903
400,466

161
724,308

1
10,000

4,567,000

【歳出内訳：目的別】　　　　　　　　　 （単位：千円）

△384
739

△122,027
7,302

△61,569
△7,251

△19,643
5,486

△24,395
136

48,606
0
0

△173,000

町債残高の予測

（2018年４月現在）

　右のグラフは、2026年度
までの町債残高を予測したも
のです。今後予想される借り
入れと償還額を含めて残高を
予測しています。

（振興計画）

特別会計の予算状況
　特別会計は、特定の収入をもって
特定の支出にあてるような事業につ
いて、その収支を明確にするため
に、一般会計と区別して設けられる
ものです。
　苓北町には１０の特別会計があり
ます。

△10,775
7,127
△593

△2,156
0

2,173
2,469

△181,107
45,240
7,178

△130,444

水道
下水道
農業集落排水
特定地域生活排水
宅地造成事業
坂瀬川財産区
都呂々財産区
国民健康保険
介護保険
後期高齢者医療
特別会計総額

前年比予算額会計の名称
212,848
371,696

17,896
46,495

7,094
18,883
49,833

1,130,343
916,240
114,698

2,886,026

（単位：千円）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆ ◆ ◆ ◆

さいごに　苓北町の平成30年度歳入歳出予算は、一般会計が45億6,700万円、特別会計が28億
8,602万円で、予算全体額は74億5,302万円となりました。
　本年度も地方行政に課せられた使命と期待に対し、職員が一丸となって対応できる組織づく
りと強化を進め、早急に取り組むべき課題については、国・県の施策にアンテナをはって情報
収集し、有益な補助金・交付金の活用を積極的に図ることで一般財源の縮減に努めながら、各
事業を確実かつ適正に実施していきます。

　予算・財政についてのお問い合わせは、下記までお願いします。

問　苓北町役場企画政策課　☎○内２１３

一般会計

特別会計

2017(H29)年度 2018(H30)年度 2019年度 2022年度 2026年度
0

20億

40億

60億

80億

100億

120億

7,855,166 7,534,105 7,213,466
6,132,272

4,827,246

3,147,665
2,911,476 2,737,472

2,096,959

1,285,868

（単位：千円）

  広報れいほく ２０１８ ４月号

歳入 歳出（目的別）（財源の性質）

58.7％
依存財源
2,682,031

29.9％
地方交付税
1,364,800

8.9％
国庫支出金

406,060

32.5％
町税

1,485,151

7.8％ 県支出金 354,021

4.7％ その他 217,950

0.0％ 災害復旧費 161

0.2％ 予備費 10,000

0.0％ 諸支出金 1

4.0％
土木費

181,713

1.1％
使用料及び手数料

48,375

0.8％
諸収入
38,476

4.4％
繰入金

199,636

1.1％
財産収入
49,826

1.4％ その他 63,505

2.4％
商工費

108,848

6.2％
農林水産業費

285,045

1.7％
議会費
76,560

41.3％
自主財源
1,884,969

14.5％
総務費

664,904

30.4％
民生費

1,387,119

11.2％
衛生費

512,972

15.9％
公債費

724,308

8.8％ 教育費 400,466

4.7％ 消防費 214,903

7.4％ 町債 339,200

（参考）一般会計の歳入歳出予算100％積み上げグラフ

Pickup　町の予算

　分担金及び負担金、（寄附金、繰越金　 ）

地方譲与税、利子割交付
金、配当割交付金、株式等
譲渡所得割交付金、地方消
費税交付金、自動車取得税
交付金、地方特例交付金、
交通安全対策特別交付金
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今
回
は
、
新
大
手
門
・
堀
切
整
備
事
業
に

と
も
な
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
「
歴
史
を
訪

ね
て
」
第
54
回
の
末
尾
文
章
に
「
文
化
９
年

（
１
８
１
２
）
７
月
に
、
富
岡
町
堀
切
の
石

橋
（
そ
れ
ま
で
は
木
橋
）
が
完
成
し
ま
し

た
」
と
の
一
節
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
章
に

よ
り
、
こ
の
年
ま
で
は
、
山
崎
家
治
が
構
築

し
た
堀
切
が
現
存
し
て
い
た
と
の
考
え
が
、

頭
を
過
ぎ
り
ま
し
た
。

調
査
（
１
）

　

新
大
手
門
口
に
あ
た
る
町
道
の
西
縁
を
調

査
し
た
時
の
事
で
す
。
角
材
の
様
な
石
材
が

道
の
路
肩
か
ら
姿
を
現
し
ま
し
た
。
後
世
、

町
道
の
側
溝
に
小
型
カ
ル
バ
ー
ト
が
設
置
さ

れ
た
時
に
取
り
外
さ
れ
た
石
橋
の
残
り
の
部

分
（
注
１
）
で
し
た
。
こ
の
時
、
文
化
年
間

の
石
橋
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
続
い
て
、

大
き
な
切
り
石
が
出
土
し
ま
し
た
。
状
況
か

ら
、
堀
切
（
石
橋
時
代
）
の
南
側
対
岸
石
と

推
定
し
ま
し
た
。
堀
底
と
思
わ
し
き
箇
所
か

ら
は
石
柱
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
の
受

け
皿
に
な
る
土
台
石
（
注
２
）
も
現
存
し
て

い
ま
し
た
。
扁
平
石
や
帯
状
の
礫
群
も
出
土

し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
点
で
、
こ
れ
ら
は
山
崎
家
治
時
代

に
遡
る
堀
切
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
堀

切
の
深
さ
が
１
・２
ｍ
し
か
な
く
、
大
い
に

疑
問
が
残
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
調
査
を
続
け

ま
し
た
。

調
査
（
２
）

　

調
査
区
の
西
側
に
、
石
垣
と
直
交
す
る
ト

レ
ン
チ
を
入
れ
ま
し
た
。
調
査
前
は
、
家
屋

列
が
東
西
に
建
ち
並
ん
で
い
た
所
で
、
堀
切

を
埋
め
立
て
た
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
73
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
元
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

富
岡
城
跡
・
新
大
手
門
の
発
掘
調
査
と

　
　
　
　
　
　
　

  

整
備
事
業
報
告 

（13）

　

こ
こ
で
、
思
い
が
け
な
い
結
果
に
な
っ
た

の
で
す
。
こ
の
箇
所
に
、
先
に
見
つ
か
っ
た

浅
い
堀
切
は
全
く
存
在
せ
ず
、
分
厚
い
撹
乱

土
（
表
土
）
の
直
下
か
ら
、
客
土
と
思
わ
れ

る
層
厚
１
ｍ
の
黄
色
砂
土
が
現
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
排
土
す
る
と
、
海
の
砂
土
層
が
現

れ
、
海
抜
０
ｍ
に
な
り
ま
し
た
。
陸
繋
島
に

接
す
る
堀
切
北
壁
の
石
垣
は
、
こ
の
層
か
ら

の
積
み
上
げ
で
し
た
。
埋
没
部
分
の
石
垣

は
、
高
さ
３
ｍ
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
れ
が
、
山
崎
時
代
の
堀
切
と
の
確
信

を
持
ち
ま
し
た
。
石
橋
時
代
の
堀
切
は
、
後

代
の
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

※
（
注
１
・
２
）
石
垣
Ｇ
の
裾
部
に
撤
去
時

の
石
材
と
土
台
石
が
埋
め
て
あ
り
ま
し
た
。

苓北町歴史資料館へ出かけませんか。☎35-0712（休館日は毎週木曜日）

ほ
り
き
り

よ

り
く
け
い
と
う

チームぱくぱく

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

　今年は、３月下旬から温かい春の日が続き、あ
ちこちできれいな桜の花を長く楽しむことができ
てとても幸せでした。支援センターに来ていた子
どもたちも、ほとんどが保育園に入園し、少しず
つ園生活に慣れ楽しんでいるようです。
　ママたちの顔ぶれは変わりますが、支援センタ
ーならではのアットホームな雰囲気で、いろんな
おしゃべりをした
り、クッキング、
ハンドメイドなど
楽しんだりしても
らえれば、と思い
ます。
　お待ちしていま
す。

■開設日時　平日の午前９時30分～午後３時
■開設場所　新ふれあい館　☎35－1270

ママたちのＱ＆Ａ

地域で。家庭で。くらしに食育を。
将来を担う子どもたちを“食で育む命の応援団”

　今回は、簡単にできる手作りおやつ
「うどんかりんとう」を紹介します。
　うどんの乾麺を油で揚げて、黒蜜
を絡めて作ります。
　ぽりぽりと香ばしく仕上がり、
食べ出すと止まらない美味し
さです。

今月の
都呂々保育園都呂々保育園都呂々保育園都呂々保育園 人気メニュー

「うどんかりんとう」

材 料（１０人分）

うどん（乾麺）　
薄力粉
黒砂糖
水
ゴマ

･･･２００㌘
･････････････３０㌘
･････････････２０㌘

･･･････････････････２０cc
･･･････････････････５㌘

作り方
①うどん麺を４～５cmの長さ

に折り、熱湯に10分位つけ

る。

②ザルにあげて、流水でよく洗

う。

③水気を切ったら、薄力粉をま

ぶして油で揚げる。（油の中

に入れたら箸でほぐす。）

④黒砂糖と水を同量ずつ鍋に

入れ、黒蜜を作る。（とろみ

が少しつくくらいまで弱火に

かける。）

⑤③を黒蜜と絡めて、ゴマをま

ぶしたら出来上がり。　

乗り物の絵本が
大好きです！

都呂々保育園のお友だち

図１　新大手門の調査と整備

写真１　石橋時代の堀切検出① 

写真２　石橋時代の堀切検出②

写真３　山崎家治・構築の堀切
ハイハイ楽しんでいます！

Ｑ：好き嫌いを少なく
　　するのには、どうしたらいいですか？
Ａ：発達に合わせた食材の形状や励ましのことばかけ
も大切です。また、嫌いなものを増やさないため
には、発達に見あう形状にすることが重要です。
味が嫌いなのではなく、パサパサしているなどの
触感でイヤになることも少なくありません。飲み
込みにくいものにはとろみをつける、噛み切りに
くいものは刻むなどの工夫が必要です。また、チ
ャーハンなど嫌いな野菜が細かく刻まれたメニュ
ーの際に「ピーマンが入っていたけどたべられた
ね！」と声をかけ、「食べられた」という自信を
持てるようにすることも有効です。お手伝いで食
材に興味を持つような機会をつくると、嫌いなも
のが食べられるきっかけになることもあります。

※現在の西側堀切は、山崎時代の堀幅を復元してあります。

5月の共通メニュー

　カレー肉ジャガ
　　　　（５月10日）

5月の共通メニュー

　カレー肉ジャガ
　　　　（５月10日）



園
児
の
作
品

志岐保育園 さくらぐみ  のおともだち

この欄は、みなさんと一緒につ
くるページです。楽しい行事や
ご要望など、お気軽に広報係へ

総務課広報係
☎○内２０７

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

志岐小学校６年生 （男子１７人、女子１１人　計２８人）　　担任：渕上 佑紀先生

学
校
自
慢
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な
ぎ
さ
四
月
句
会
よ
り

小
学
生
の
作
文

桜満開!!笑顔満開!!桜満開!!笑顔満開!!

満開の桜の花に負けないくらい素敵な笑顔を見せてくれてい
るのは、年長さくら組の子ども達です。
さあ、今年一年、それぞれどんな花を咲かせてくれるのか、
楽しみです。

満開の桜の花に負けないくらい素敵な笑顔を見せてくれてい
るのは、年長さくら組の子ども達です。
さあ、今年一年、それぞれどんな花を咲かせてくれるのか、
楽しみです。

春
う
ら
ら
猫
も
跳
び
は
ね
虫
を
追
ふ

甲
高
く
鶴
引
く
声
や
雲
の
中

潔
し
終
焉
の
舞
花
吹
雪

桜
散
る
潔
の
良
さ
や
忠
魂
碑

志
岐
城
に
氏
子
総
出
の
花
の
宴

ゆ
る
や
か
に
川
面
に
寄
す
る
花
筏

野
に
座
し
て
嫁
菜
摘
み
ゆ
く
大
袋

仏
木
坂
続
く
尾
根
道
花
の
雲

彼
岸
冷
え
梅
花
奉
詠
声
高
に

山
桜
散
れ
ば
山
色
動
き
出
す

見
渡
せ
ば
真
つ
平
な
る
春
の
海

「
五
足
の
靴
」
伝
ふ
る
里
の
山
桜

葉
桜
と
な
り
ゆ
く
枝
も
愛
お
し
き

ほ
と
ば
し
り
水
田
漲
る
志
岐
平
野

と

か
ん
だ
か

い
さ
ぎ
よ

ま
い
は
な 

ふ
ぶ
き

し
ゅ
う
え
ん

つ
る

い
さ
ぎ

ち
ゅ
う
こ
ん 

ひ

よ

は
な
い
か
だ

か
わ  

も

う
じ 

こ  

そ
う  

で

え
ん

よ
め  

な     

つ

ぶ
っ
き  

ざ
か

お   

ね 

み
ち

ひ
が
ん

ば
い 

か  

ほ
う
え
い 

こ
わ
だ
か

み  

わ
た

く
つ

い
と

み
な
ぎ

田
﨑
　
良
人

阪
本
　
礼
之

小
川
　
文
平

髙
戸
　
直
樹

浜
口
　
雅
英

森
　
恵
美
子

浦
﨑
　
満
志

森
田
　
和
子

山
下
　
恵
子

永
野
　
清
江

高
橋
　
正
美

金
子
か
を
る

宮
﨑
　
益
美

田
中
美
津
子

28
人
の
覇
気
！

28
人
の
覇
気
！

～
積
極
的
な
行
動
で
学
校
を

　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ド
で
き
る
６
年
生
～

～
積
極
的
な
行
動
で
学
校
を

　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
ド
で
き
る
６
年
生
～

富
岡
小
学
校
三
年
　
土
岐 

怜
生
く
ん

つ
る  

た
ど
　
ぎ

れ
　
い

「
三
年
生
に
な
っ
て
」

　

ぼ
く
が
三
年
生
に
な
っ
て
が
ん
ば
り
た
い

こ
と
は
、
べ
ん
強
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
二
年
生
よ
り
む
ず
か
し
か
く
な
る
か
ら

で
す
。
一
番
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
「
わ
り

算
」
で
す
、
な
ぜ
か
と
い
う
と
か
け
算
の
は

ん
た
い
だ
か
ら
で
す
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
か

ら
で
す
。
習
っ
た
ら
、
家
で
も
学
校
で
も
れ

ん
習
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
パ
パ
に
も
聞
い

て
も
ら
い
ま
す
。
理
科
も
楽
し
み
で
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
け
ん
き
ゅ
う
を
す
る
時
も

あ
る
か
ら
で
す
。
え
い
語
も
そ
う
合
も
リ
コ

ー
ダ
ー
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

富
岡
小
学
校
三
年
　
野
田 

晃
平
く
ん

つ
る  

た
の
　
だ

こ
う
へ
い

「
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
」

　

ぼ
く
が
三
年
生
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と

は
、
リ
コ
ー
ダ
ー
で
す
。
は
じ
め
て
す
る
べ

ん
強
だ
し
、
あ
と
、
ふ
け
る
か
心
ぱ
い
だ
か

ら
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
夏
休

み
で
す
。
長
い
長
い
休
み
で
色
ん
な
け
い
け

ん
を
つ
み
か
さ
ね
て
い
っ
て
、
今
ま
で
に
な

い
こ
と
を
あ
じ
わ
え
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
わ
り
算
も
は
や
く
な
ら
っ

て
、
そ
の
な
ら
っ
た
わ
り
算
の
ふ
く
し
ゅ
う

も
し
た
い
で
す
。
あ
と
う
ん
動
会
で
す
。
赤

組
に
な
る
か
白
組
に
な
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

クラスの自慢　私たちのクラスは、元
気で、明るくて、面白いクラスです。
これからも、もっといいところを増や
していきます！

クラスの自慢　私たちのクラスは、元
気で、明るくて、面白いクラスです。
これからも、もっといいところを増や
していきます！

クラスから先生へ　いつも、私たちにや
さしく、あたたかく指導してくださるの
で、毎日楽しく勉強ができます。これか
らもご指導よろしくお願いします。

クラスから先生へ　いつも、私たちにや
さしく、あたたかく指導してくださるの
で、毎日楽しく勉強ができます。これか
らもご指導よろしくお願いします。

先
生
か
ら
ク
ラ
ス
へ　
真
面
目
に
一
生
懸
命
︑
人
の
た
め

に
汗
を
流
せ
る
ク
ラ
ス
で
す
︒
28
人
全
員
の
覇
気
で
最
高

の
志
岐
小
学
校
を
創
り
上
げ
て
い
こ
う
！

先
生
か
ら
ク
ラ
ス
へ　
真
面
目
に
一
生
懸
命
︑
人
の
た
め

に
汗
を
流
せ
る
ク
ラ
ス
で
す
︒
28
人
全
員
の
覇
気
で
最
高

の
志
岐
小
学
校
を
創
り
上
げ
て
い
こ
う
！

（写真提供＝志岐保育園）
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安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
要か

な
め

苓
北
町
消
防
団

消
防
団
辞
令
交
付
式
は
４
月
２
日
︑
消
防
団
員
︵
団
長
以
下
１
５
８

人
︶︑
田
嶋
町
長
ほ
か
町
関
係
者
︑
苓
北
分
署
︑
来
賓
を
含
む
約
２

０
０
人
が
参
加
し
︑
農
村
運
動
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
式
で
は
︑

昇
格
者
・
新
入
団
員
へ
荒
川
浩
明
団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
た
ほ

か
︑
永
年
勤
続
退
団
者
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
︒
平
成
30
年
度

は
︑
18
人
の
退
団
に
対
し
新
入
団
員
は
９
人
で
︑
団
員
総
数
は
２
８

５
人
と
な
り
ま
し
た
︒

〈表彰〉
＝消防庁長官表彰＝
副団長　宮内　和人　　　２６．０年
（※25年以上勤続し成績優秀で他の模範と認められる者）
＝日本消防協会功績章＝
副団長　大仁田秀雄　　　３０．０年
（※勤続25年以上の団長及び副団長）
＝永年勤続退団＝
瀬形　靖雄　　副団長　　３２．０年
御厨　和人　　副団長　　３２．０年
桃田　一喜　　分団長　　２５．０年
角岡　淳一　　分団長　　２０．０年
小野　哲也　　部長　　　２４．０年
平野　雅章　　班長　　　２５．０年
金子　英樹　　班長　　　２２．０年
尾上　幸一　　班長　　　２１．０年
林田　修二　　団員　　　３０．０年
木村　八士　　団員　　　３０．０年
山口　敏英　　団員　　　２３．０年
髙戸　淳司　　団員　　　２１．０年
立石　剛啓　　団員　　　２０．０年
横山　徳広　　団員　　　１７．０年
吉田　拓也　　団員　　　１５．０年
酒井　　誠　　団員　　　１３．０年
平田　　忍　　団員　　　１２．０年
松本浩太郎　　団員　　　１０．０年

〈辞令交付〉
＝副団長昇格者＝
西田　晴喜（勤続32.0年）・長舩　健二（勤続22.0年）
＝分団長昇格者＝
田尻　信也（第１分団）・大水　敏文（第３分団）
山本　　清（第４分団）
＝副分団長昇格者＝
伊藤　雅彦（第１分団）・土岐　正治（第３分団）
山口　泰治（第４分団）
＝部長昇格者＝
溝上　智法（1-1）・大仁田繁利（2-1）・永野　清久（2-2）
角岡　賢正（3-1）・尾﨑　雄三（3-2）・酒井　　孝（4-1）
（※1-1＝第１分団第１部長）
＝班長昇格者＝
西川　祐一（1-1）・猪口　徹也（1-2）・田尻　竜二（1-4）
山口　　宏（2-2）・荒木　俊洋（2-3）・福田　智興（2-4）
神﨑　剛史（2-5）・植田　達也（3-2）・長井　正行（3-3）
作田　和幸（4-1）・森下　清貴（4-2）
（※1-1＝第１分団〈第１部〉第１班）
＝新入団員＝
錦戸　誠也（1-2）・平井　脩一（2-2）・今福　恭章（2-3）
山口　真樹（2-3）・桑原　　誠（2-4）・稲尾　凪紗（3-1）
宮元　和紀（3-3）・西田　康朗（4-1）・堀本　隆一（4-2）
（※1-2＝第１分団〈第１部〉第２班）

新入団員の抱負

第１分団第１部第２班

錦戸誠也さん（26歳、和田区）
せいや

抱負　｢今は不安ばかりですが、消防団員
としての自覚を持ち、地域に貢献できる
ように訓練などに取り組んでいきます｣

まちを守る、助け合いの心。

来たれ！消防団員
苓北町消防団、団員募集！苓北町消防団、団員募集！

　

入
団
19
年
目
で
現
在
︑
第
４
分
団
第
２
部
第
３

班
の
班
長
を
つ
と
め
る
︒
45
歳
︒
涼
松
区
在
住
︒

︱
入
団
の
き
っ
か
け
は
？

　

働
い
て
い
た
愛
知
県
か
ら
苓
北
に
戻
っ
て
き
た

ら
︑
地
元
の
先
輩
に
消
防
団
に
入
っ
て
ほ
し
い
と

頼
ま
れ
た
か
ら
で
す
︒

︱
当
時
の
心
境
を
覚
え
て
い
る
？

　

消
防
団
は
︑
飲
み
会
が
多
く
忙
し
い
イ
メ
ー
ジ

だ
っ
た
の
で
正
直
断
り
た
か
っ
た
で
す
が
︑
仕
事

を
理
由
に
活
動
に
あ
ま
り
参
加
し
な
け
れ
ば
大
丈

夫
だ
と
︑
当
時
は
思
っ
て
い
ま
し
た
︒
し
か
し
︑

先
輩
団
員
の
一
生
懸
命
な
姿
を
見
て
い
た
ら
︑
自

然
と
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

︱
消
防
団
の
活
動
と
は
？

　

火
災
時
は
も
ち
ろ
ん
︑
大
雨
な
ど
の
災
害
時
に

も
出
動
し
ま
す
︒
ま
た
︑
年
に
数
回
町
の
訓
練
に

参
加
し
た
り
︑
毎
月
消
防
車
や
消
防
ポ
ン
プ
の
点

検
を
行
っ
た
り
し
て
︑
非
常
時
に
備
え
て
い
ま
す
︒

訓
練
後
な
ど
は
︑
食
事
会
を
し
た
り
︑
年
に
１
回

旅
行
に
行
っ
た
り
し
て
︑
班
員
︵
団
員
︶
間
で
の

親
睦
を
図
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

も
消
防
団
の
大
事
な
活
動
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

︱
大
変
な
と
こ
ろ
は
？

　

仕
事
を
し
な
が
ら
の
団
活
動
な
の
で
︑
仕
事
と

の
調
整
が
大
変
な
時
も
あ
り
ま
す
︒

︱
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

ま
ず
は
自
分
が
ケ
ガ
を
し
な
い
こ
と
︒
ま
た
︑

団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
や
家
庭
を
も
っ
て
い
る
の

で
︑
団
員
が
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
無
理
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
と
は
常
に
考
え
て
い
ま
す
︒

︱
良
い
と
こ
ろ
は
？

　

一
番
感
じ
て
い
る
の
は
︑
年
代
を
問
わ
ず
︑

色
々
な
人
と
知
り
合
え
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
︒

消
防
団
で
知
り
合
っ
た
方
々
に
︑
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
︑
地
区
行
事
︑
子
ど
も
の
学
校
行
事
な
ど

で
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
す
︒

小
さ
な
町
な
の
で
︑
︱
助
け
る
・
助
け
て
も
ら
え

る
︱
関
係
づ
く
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
︒

坂
本
忠
親
さ
ん

た
だ
ち
か

苓北町消防団では、団員を募集しています。
興味のある人は近くの消防団員に尋ねるか、下記までお問い合わせ
ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　苓北町消防団

　　　　　　　　　　　　　　㉄　役場総務課消防係　☎○内２０８

入団19年目、現役班長を直撃！入団19年目、現役班長を直撃！
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　　好きな食べものは？
　野菜や果物です。自分で作った野菜を煮しめや白和えにして
食べるのが特に好きです。
　肉や魚は好んで食べないので、栄養に偏りがあるかもしれま
せんが、病気一つしたことはありません(笑)

　　好きな男性のタイプは？
　夫の學さんです。
　脳梗塞の後遺症で他者と会話があまりできず本人も大変な苦
労をしていると思いますが、それに負けずに毎日明るく元気
に過ごしている姿を見るとこの人と一緒になって本当に良か
ったと思います。

　　もし生まれ変わったら？
　もし生まれ変わったら、看護師になりたいです。
　夫のように病気できつい思いをしている人たちの看護がした
いです。

　　私の健康法
　これと言って健康法は思い浮かびません。
　あえて言えば、今も続けるミカン農家や７１歳まで勤め上げ
た森林組合など、毎日忙しなく体を動かして働いていたこと
が私の健康法ではないかと思います。
　私より元気なお年寄りは沢山いるかと思いますが、若い時か
らミカン農家と森林組合を兼業し、体をこき使ってきたから
今でも元気なのだと思います。

　３月20日に開かれた理事会・評議員会において、平
成30年度事業計画及び会計予算が審議され決定しまし
た。主な項目は次のとおりです。

○ 歳入歳出予算総額　２４，６９２千円

○ 事業実施計画

１．会務の運営
　（１）　理事会、評議員会の開催
　（２）　組織強化と会員増強促進
　（３）　関係機関、諸団体との連絡提携
　（４）　自主財源（会費、共同募金など）
　（５）　役職員の資質向上促進（研修会など）
　（６）　諸規程の整備
２．地域福祉活動事業
　（１）　児童福祉事業（子供会助成、保育所連絡協議

会助成、黄色い帽子贈呈）
　（２）　老人福祉事業（ふれあいいきいきサロン、ひ

とり暮らし友愛訪問）
　（３）　母子・父子福祉事業（親子ふれあい旅行、天

草郡母子寡婦福祉連合会への協力など）
　（４）　身体障がい者福祉事業（心身障がい児（者）保

護者会助成）
　（５）　福祉啓発事業（福祉スポーツ大会、福祉レク

リエーション講座、福祉講座の実施）
　（６）　調査広報事業（社協だより発行、子育て支援

センター通信発行など）
　（７）　生活福祉厚生事業（福祉機器リサイクル、福

祉金庫貸付、チャイルドシート無料貸し出し
など）

　（８）　ボランティアセンター事業（ワークキャンプ、
配食ボランティアへ助成など）

　（９）　社会を明るくする運動（推進委員会、街頭啓

85歳、現役ミカン農家！
まだまだ若いものには負けません!!

No.205

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ
心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより 町内まつ　  もと み　　　え　　　こ

（昭和８年３月１日生まれ）満８５歳　古里区在住
松本ミヱコ さん

問問

問問

問問

問問

発活動）
　（10）　心配ごと相談（年６回）、弁護士による無料

法律相談（年２回）
３．受託事業
　（１）　生活福祉資金貸付事業
　（２）　地域福祉権利擁護事業（福祉サービス利用援

助事業）
　（３）　子育て支援センター事業（子育て親子の交流

の場の提供と交流の促進など）
　（４）　生活困窮者自立支援事業
４．共同募金配分事業
　（１）　老人福祉活動（老人クラブ助成、ひとり暮ら

し老人等友愛訪問費）
　（２）　障がい児・者福祉活動（身体障害者福祉協会

助成、福祉スポーツ大会）
　（３）　児童青少年福祉活動（子供会などへの助成）
　（４）　母子父子活動（母子寡婦福祉連合会運営費助

成）
　（５）　ボランティア育成活動（ボランティアグルー

プ助成、ワークキャンプ参加援助）
５．民生委員児童委員協議会活動推進
　（１）　会務の運営及び会計管理
６．共同募金事業
　（１）　事業推進及び会計管理、災害時支援
７．シルバー人材センター事業
　（１）　シルバー人材センター運営（受給調整、会員

派遣）
８．日本赤十字社事業
　（１）　事業推進及び会計管理、災害時支援

　苓北町社会福祉協議会では、皆さまからいただいた
共同募金配分金を財源に、４月10日の小学校入学式に
おいて、町内の新入学児童（62人）へ交通事故防止の
願いを込め「黄色い帽子」を贈呈しました。

　▽坂瀬川小学校…９人　▽志岐小学校……33人
　▽富岡小学校……12人　▽都呂々小学校…８人

事業計画・予算が決定しました 
平成30年度

新入学児童へ「黄色い帽子」を贈呈

※この事業は、共同募金配分金を財源としています。

都呂々中学校1期生卒業写真都呂々中学校1期生卒業写真

　都呂々上区、岩下家、10人兄弟（男4人、女6人）の次女として
生まれる。
　戦時中の苦労は沢山したが、都呂々の豊かな大自然の中で育
ち、１期生として都呂々中学校を無事、卒業した。卒業後は実家
の農業を手伝い、18歳の時に都呂々の海岸線へ県道を敷く工事
の事務員へ就職の話があり、就職する。
　20歳。青年団や実家の田んぼの手伝いなどで顔見知りだった、
學さんと結婚。両家の話し合いによるものだった。結婚後は事務
員を退職し、學さんの農業を手伝うことに。―稲作や炭作りから
始まり、ハウスを利用したトマトやきゅうり作り、（町と農協の協力
のもと）パイロット事業で始めたミカン作り―と、作物を変えなが
ら夫婦二人三脚で取り組み、3人（男2人、女1人）の子宝にも恵
まれた。
　それはミカン作りを始めて3年後のことだった。
　學さんが突然、倒れた。
　自動車免許を取りに行ったその日。脳梗塞だった。ミカンの収
穫ができるようになり始めた大切な時期とも重なった。家計を支
えるためにミヱ子さんは、ミカン農家と森林組合との兼業、ミカ
ン収穫に必要な自動車免許の取得、家事や子育て―など、松本
家の中心となって一家の窮地をなんとか乗り越えてきた。
　「若いころは苦労しましたが、今では息子・嫁をはじめ、自分を
支えてくれる家族に恵まれ、とても感謝しています」。85歳の現
役ミカン農家は力強く続ける。「今は腕が痛かけん休んでますが、
痛みが消えたら、ミカンの消毒に行かんばんとです」。
　“まだまだ若いものには負けない”とばかりに、ミヱ子さんは、
笑った。 還暦祝いに

同級生と都呂々神社にて
還暦祝いに

同級生と都呂々神社にて

新入学生を代表して、都呂々小学校新１年生に
手渡ししました。　　　　　　　（４月10日）
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252,600円+（医療費－84,200円）
×1％　　　　　　【140,100円】※１

167,000円+（医療費－558,000円）
×1％　　　　　　  【93,000円】※１

80,100円+（医療費－267,000円）
×1％　　　　　　  【44,400円】※１

○
平
日
の
昼
間
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

　

休
日
や
夜
間
に
受
診
す
る
こ
と
で
重
症
患

者
へ
の
対
応
が
遅
れ
た
り
︑
支
払
う
医
療

費
も
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒

○
か
か
り
つ
け
医
師
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
早
め
に
相
談
す

る
こ
と
で
健
康
管
理
の
心
強
い
味
方
に
な

り
ま
す
︒
ま
た
︑
か
か
り
つ
け
薬
局
が
あ

れ
ば
飲
み
合
わ
せ
の
確
認
も
で
き
ま
す
︒

○
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

同
じ
検
査
や
投
薬
に
よ
り
医
療
費
が
高
く

な
る
だ
け
で
な
く
︑
体
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま
す
︒

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
ま
し
ょ

う

　

先
発
医
薬
品
と
同
等
の
効
能
を
持
ち
︑
費

用
も
安
く
す
み
ま
す
︒
医
療
機
関
や
薬
局

の
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
︒

○
お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
副
作
用
が
強
く
で

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒
お
薬
手
帳
を
活
用

し
既
に
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を
医
師
や
薬

剤
師
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒
ま

た
︑
薬
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
︒

医療機関を受診されるときの

お願い
○ 高額療養費の一部見直し

※１過去12カ月間に高額療養費の支給が４回以上あった場合、
４回目以降の金額（多数該当）。　※２世帯全員が住民税非課税
の人　※３住民税非課税で、世帯全員の所得（年金の所得控
除額を80万円として計算）が０円の人。住民税非課税世帯
で、老齢福祉年金を受給している人。

［現行］

［変更後：平成30年８月～］

区分

現役並み
所得者

一般

低所得者Ⅱ※２

低所得者Ⅰ※３

57,600円

14,000円

8,000円
8,000円

外来（個人） 外来＋入院（世帯）

外来（個人） 外来＋入院（世帯）

80,100円＋（医療費
－267,000円）×１％
　【44,400円】※１

57,600円
【44,400円】※１

24,600円
15,000円

区分
課税所得
690万円以上
課税所得
380万円以上
課税所得
145万円以上

一般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

18,000円
(年間上限144,000円)

8,000円
8,000円

57,600円
【44,400円】※１

24,600円
15,000円

● はり・きゅう、あんま・マッサージ、柔道整復師の施術について
保険証を使える場合と使えない場合があります。また、保険証を使って施術を受ける場合は、医師の同
意書が必要な場合がありますので詳しくは福祉保健課へお尋ねください。

● 健診について　
病気の早期発見・早期治療、疾病予防のために体の健診、歯と口の健診を必ず１年に１回は受けましょう。

１．体の健診
実施期間　５月１日～平成３１年３月３１日
自己負担額　500円（県内800円のところを町が300円助成）
検査項目　問診、身体測定、血圧測定、血中脂質検査、
　　　　　肝機能検査、腎機能検査、尿検査など
受診方法　下記実施機関に電話で予約し、当日、保険
　　　　　証と自己負担金持参
実施機関　天 草 慈 恵 病 院(37-1111)・猪 口 医 院(37-0001)
　　　　　苓北医師会病院(35-1133)・苓北ｸﾘﾆｯｸ(35-1119)

２．歯と口の健診
実施期間　５月１日～平成３１年３月３１日
自己負担額　４００円
検査項目　問診、歯・入れ歯の状況、かみ合
　　　　　わせ、飲みこむ機能の評価など
受診方法　下記実施機関に電話で予約し、当
　　　　　日、保険証と自己負担金持参
実施機関　青砥歯科医院(35-0117)
　　　　　あらき歯科医院(35-2460)
　　　　　ほか天草地域内39の歯科医院（詳
　　　　　しくは福祉保健課もしくは歯科医
　　　　　院にお尋ねください）

後期高齢者医療加入者の皆さんへ　　　　　　　㉄　福祉保健課　担当/川瀨　☎○内１４３

○ 保険料の軽減内容が見直されます
１．均等割額の軽減【５割・２割軽減対象者の拡大】
　　世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等により均等割額が軽減されます。

２．所得割額の軽減【２割軽減→軽減なし】
「基礎控除額（３３万円）」＋５８万円を超えない
人の保険料所得割額

平成29年度…２割軽減
↓

平成30年度…軽減なし

３．被用者保険加入者に扶養されていた人
　　の軽減
　　対象者…75歳の誕生日（障害認定の場合は認定
　　日）の前日まで、被用者保険加入者に扶養され
　　ていた人

平成29年度均等割額…７割軽減
↓

平成30年度均等割額…５割軽減
（所得割額はかかりません）

○ 保険料の納め方
特別徴収…平成30年４月から年金差し引き（年６回＝４月～翌年２月の偶数月）
普通徴収…平成30年７月から納付書〈納税組合〉・口座振替（年９回＝７月～
　　　　　　　翌年３月の毎月）

○ 30年度の保険料率（29年度と同率）

保険料年額　　=　均等割額　+　　　所得割額

上限62万円　　　　47,900円
(年額)　　　　　　(被保険者１人当たり)　（総所得金額等－33万円[基礎控除]）

×　所得割率　9.26％　　　

保険料などをお知らせします

後期高齢者医療
● 対象者　７５歳以上の人（全員）
　　　　　 ６５歳から７５歳未満で一定の障がいがある人（任意）

軽減割合

９割

8.5割

５割

２割

「基礎控除額（33万円）を超えない世帯で被保険者全員の年金収入
の控除額をそれぞれ80万円として計算した所得が０円となる場合

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）」＋「27.5万円×世帯の被保険者数」を超えな
い世帯

「基礎控除額（33万円）」＋「50万円×世帯の被保険者数」を超えない
世帯

対象者 見直し

据え置き

据え置き

拡大（H29＝27万円）

拡大（H29＝49万円）
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◆
区
長
（
行
政
区
・
氏
名
・（
通
算
年
数
））

◇
坂
瀬
川
地
区　

▽
西
川
内
・
西
川
和
文

（
４
）
▽
和
田
・
錦
戸
久
幸
（
４
）
▽

浦
・
吉
田
修
一
（
２
）
▽
松
原
・
宮
﨑
朝

志
（
２
）
▽
中
・
田
尻
琢
美
（
３
）
▽
小

路
・
猪
口
和
喜
（
４
）
▽
川
向
・
田
尻
幹

雄
（
新
）
▽
木
場
・
田
中
信
二
（
３
）
▽

鶴
・
田
尻
伸
治
（
２
）　

◇
志
岐
地
区　

▽
中
尾
・
中
實
（
11
）
▽
志

岐
山
・
林
田
利
明
（
２
）
▽
平
山
・
林
田

幸
一
（
新
）
▽
城
下
・
大
仁
田
敏
治

（
２
）
▽
釜
・
吉
田
光
憲
（
２
）
▽
中

通
・
村
松
俊
郎
（
新
）
▽
天
神
木
・
田
﨑

哲
明
（
２
）
▽
馬
場
・
三
原
徹
（
２
）
▽

浜
之
町
・
齋
藤
照
（
２
）
▽
明
神
山
・
井

上
修
（
３
）
▽
紺
屋
町
・
野
口
一
生

（
２
）
▽
白
木
尾
・
松
下
勝
也
（
２
）
▽

内
田
・
吉
田
勝
志
（
６
）
▽
年
柄
・
福
田

忠
輝
（
２
）
▽
下
向
・
石
山
重
晴
（
６
）

▽
釜
の
下
・
坂
口
久
人
（
２
）
▽
平
木
・

錦
戸
重
雄
（
２
）
▽
的
場
・
渡
邉
邦
章

（
２
）
▽
西
原
・
山
下
龍
一
（
６
）　

◇
富
岡
地
区　

▽
元
袋
・
平
松
一
郎
（
２
）

▽
尾
越
・
濵
﨑
光
幸
（
４
）
▽
春
の
迫
・

春
本
一
喜
（
２
）
▽
一
丁
目
・
平
松
政
信

（
２
）
▽
二
丁
目
・
梅
本
菅
宣
（
２
）
▽

三
丁
目
・
野
﨑
博
（
４
）
▽
四
丁
目
・
金

井
廣
幸
（
新
）
▽
五
丁
目
・
林
田
賢
二

（
新
）
▽
新
町
・
森
廣
繁
（
２
）
▽
出
来

町
・
松
本
良
雄
（
２
）
▽
八
区
・
蓑
田
強

一
（
新
）　

◇
都
呂
々
地
区　

▽
萱
の
木
・
金
部
文
雄

（
新
）
▽
唐
干
田
・
光
田
忠
重
（
３
）
▽

小
松
・
西
田
新
一
（
新
）
▽
浜
・
平
田
孝

男
（
３
）
▽
古
里
・
岡
田
晴
喜
（
新
）
▽

上
・
田
城
源
治
（
２
）
▽
本
郷
・
富
田
隆

（
新
）
▽
狸
河
内
・
平
田
満
廣
（
５
）
▽

大
河
内
・
笹
田
憲
一
（
４
）
▽
松
野
・
蓑

上
政
喜
（
再
１
）
▽
中
村
・
大
田
勝
彦

（
２
）
▽
涼
松
・
住
田
幹
夫
（
２
）

◆
教
職
員
就
任
（
（ 

）
は
前
任
校
）

◇
坂
瀬
川
小
学
校　

▽
教
頭
・
小
田
原
美
芽

（
本
渡
北
）
▽
教
諭
・
梅
田
浩
範
（
浦

和
）
▽
教
諭
・
若
松
健
智
（
島
子
）
▽
事

務
主
任
・
吉
田
道
子
（
島
子
）　

◇
志
岐
小
学
校　

▽
教
頭
・
木
場
正
敏
（
不

知
火
）
▽
教
諭
・
亀
子
淳
一
（
本
町
）
▽

教
諭
・
金
子
直
美
（
本
渡
北
）
▽
教
諭
・

田
島
未
和
子
（
新
採
）
▽
養
護
教
諭
・
大

塚
桃
子
（
新
採
）
▽
栄
養
職
員
・
岡
部
美

幸
（
新
和
）　

◇
富
岡
小
学
校　

▽
教
頭
・
大
塚
博
俊
（
倉

岳
）
▽
教
諭
・
尾
山
実
紗
子
（
上
）
▽
教

諭
・
三
輪
良
介
（
牛
深
東
）
▽
養
護
教

諭
・
靏
田
美
智
子
（
志
岐
）　

◇
都
呂
々
小
学
校　

▽
校
長
・
有
馬
潔

（
鏡
）
▽
教
諭
・
山
口
由
香
里
（
坂
瀬

川
）　

◇
苓
北
中
学
校　

▽
教
頭
・
江
﨑
宏
徳
（
本

渡
）
▽
教
諭
・
井
添
浩
親
（
栖
本
）
▽
教

諭
・
伊
藤
主
水
（
新
採
）
▽
教
諭
・
鶴
田

健
（
倉
岳
）
▽
養
護
教
諭
・
木
村
統
子

（
本
渡
）

◆
教
職
員
転
出
（
（ 

）
は
転
任
校
な
ど
）

◇
坂
瀬
川
小
学
校　

▽
教
頭
・
立
石
毅
（
荒

尾
清
里
）　

◇
志
岐
小
学
校　

▽
教
頭
・
黒
濵
和
文
（
定

年
退
職
）
▽
教
諭
・
洲
﨑
千
鶴
（
定
年
退

職
）
▽
教
諭
・
福
山
哲
也
（
本
渡
南
）
▽

栄
養
教
諭
・
泉
真
菜
（
今
津
）　

◇
富
岡
小
学
校　

▽
教
頭
・
中
川
広
喜
（
豊

川
）
▽
教
諭
・
宮
崎
浩
思
（
亀
川
）
▽
教

諭
・
杉
本
新
一
（
本
渡
北
）
▽
教
諭
・
岩

下
博
子
（
佐
伊
津
）
▽
養
護
教
諭
・
西
田

昌
子
（
牛
深
東
中
）　

◇
都
呂
々
小
学
校　

▽
校
長
・
濱
友
彦
（
今

津
）
▽
教
諭
・
木
村
滋
（
亀
川
）

◇
苓
北
中
学
校　

▽
教
頭
・
大
平
宏
（
本

渡
）
▽
教
諭
・
坂
本
進
（
本
渡
）
▽
教

諭
・
川
上
治
久
（
天
明
）
▽
教
諭
・
原
浩

太
郎
（
菊
池
南
）
▽
養
護
教
諭
・
上
杉
夫

美
恵
（
大
矢
野
）

◆
役
場
職
員
異
動
（
（ 

）
は
前
所
属
）

◇
課
長
級　

▽
土
木
管
理
課
長
・
汐
﨑
正
喜

（
教
育
課
長
）
▽
会
計
課
長
・
坂
元
俊
司

（
健
康
増
進
室
長
）
▽
水
道
環
境
課
長
・

錦
戸
和
友
（
水
道
環
境
課
課
長
補
佐
）
▽

教
育
課
長
・
西
川
文
孝
（
農
業
委
員
会
課

長
補
佐
）
▽
健
康
増
進
室
長
・
本
田
保

（
福
祉
保
健
課
課
長
補
佐
）
▽
福
祉
保
健

課
長
・
福
田
誠
一
（
企
画
政
策
課
課
長
補

佐
）

◇
課
長
補
佐
級　

▽
農
林
水
産
課
課
長
補

佐
・
田
尻
悟
（
教
育
委
員
会
課
長
補
佐
）

▽
水
道
環
境
課
課
長
補
佐
・
松
本
康
秀

（
商
工
観
光
課
）
▽
教
育
委
員
会
課
長
補

佐
・
永
野
道
生
（
農
林
水
産
課
）
▽
土
木

管
理
課
課
長
補
佐
・
松
井
徹
也
（
教
育
委

員
会
）
▽
農
業
委
員
会
課
長
補
佐
・
瀬
形

茂
（
農
業
委
員
会
）
▽
企
画
政
策
課
課
長

補
佐
・
長
舩
健
二
（
企
画
政
策
課
）

◇
主
幹
級　

▽
総
務
課
主
幹
・
浦
﨑
ゆ
か
り

（
企
画
政
策
課
）
▽
企
画
政
策
課
主
幹
・

伊
藤
雅
彦
（
税
務
住
民
課
）
▽
土
木
管
理

課
主
幹
・
平
井
和
幸
（
農
林
水
産
課
）
▽

福
祉
保
健
課
主
幹
・
武
林
智
成
（
企
画
政

策
課
）

◇
主
事
級　

▽
商
工
観
光
課
主
事
・
田
口
裕

介
（
税
務
住
民
課
）
▽
水
道
環
境
課
主

事
・
田
口
舟
（
土
木
管
理
課
）
▽
農
業
委

員
会
主
事
・
酒
井
俊
和
（
福
祉
保
健
課
）

▽
税
務
住
民
課
主
事
・
川
口
裕
人
（
商
工

観
光
課
）
▽
農
林
水
産
課
主
事
・
尾
上
奨

弥
（
水
道
環
境
課
）

◇
新
規
採
用　

▽
企
画
政
策
課
・
宮
﨑
望
▽

福
祉
保
健
課
・
中
元
和
▽
税
務
住
民
課
・

児
玉
千
聖

◇
再
任
用　

▽
税
務
住
民
課
・
益
田
大
介
▽

福
祉
保
健
課
〈
社
協
出
向
〉
・
山
﨑
敬
一

▽
商
工
観
光
課
・
立
山
清
剛

◇
定
年
退
職　

▽
山
口
仁
人
（
土
木
管
理
課

長
）
▽
山
﨑
敬
一
（
福
祉
保
健
課
長
）
▽

小
林
和
文
（
水
道
環
境
課
長
）
▽
立
山
清

剛
（
会
計
課
長
）
▽
鮫
嶋
瑞
恵
（
総
務
課

主
幹
）
▽
寺
田
龍
穂
（
調
理
員
）

新
年
度
の
各
地
区
区
長
︑
教
職
員
転
入
転
出
︑
役

場
職
員
の
異
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
︵
敬
称
略
︶

退
職
者
あ
い
さ
つ

苓
北
町
役
場
で
は
平
成
30
年
３
月
31
日
付
け
で

６
人
が
定
年
退
職
と
な
り
ま
し
た
︒

や
ま
ぐ
ち　
　

ま
さ 

と

や
ま
さ
き　
　

け
い
い
ち

山
口　

仁
人

　

私
は
、
昭
和
51
年

４
月
の
奉
職
以
来
、

42
年
間
役
場
に
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
間
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
愛
顧
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
無
事
に
退
職
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
一
町
民
と
し
て
、
地
域
の
発

展
に
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
苓
北
町
の
更
な

る
ご
発
展
と
、
町
民
皆
さ
ま
方
の
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い
間
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

山
﨑　

敬
一

　

昭
和
51
年
10
月
か

ら
教
育
委
員
会
を
は

じ
め
、
41
年
と
６
カ

月
役
場
に
奉
職
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
長
い
間
に
受
け
ま
し
た
公
私
さ
ま
ざ
ま

な
温
情
は
本
当
に
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
て
無
事
に
定
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
地
域
の
皆
様
の

お
か
げ
だ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

幸
い
に
も
、
４
月
か
ら
は
社
会
福
祉
協
議

会
で
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
も
う
少
し
地
域
の
た
め

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
相
変
わ
り
ま
せ
ず
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
林　

和
文

　

昭
和
53
年
４
月
か

ら
40
年
間
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
苓
北

町
役
場
を
３
月
末
で

退
職
し
ま
し
た
。
役

場
で
は
特
に
下
水
道
事
業
関
係
業
務
に
長
く

従
事
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
下
水
道
は

接
続
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
適
正
に
管
理
し

て
い
か
な
い
と
効
果
が
発
揮
で
き
な
い
事
業

な
の
で
、
今
後
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
40
年
間
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
急
速

に
普
及
し
、
通
信
機
器
等
も
飛
躍
的
に
進
歩

し
た
時
代
で
、
時
代
の
流
れ
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
た
40
年
で
し
た
。
長
い
間
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

立
山　

清
剛

　

こ
の
度
３
月
末
日

を
も
っ
て
、
36
年
間

勤
務
し
ま
し
た
「
苓

北
町
役
場
」
を
退
職

い
た
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
間
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
職
場
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
に
助
け
て

い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

  

税
務
や
環
境
衛
生
及
び
商
工
観
光
関
係
に

携
わ
る
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
様
々

な
こ
と
で
ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

  

今
後
の
苓
北
町
の
発
展
と
、
町
民
皆
さ
ま

の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い
間
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鮫
嶋　

瑞
恵

 

３
月
31
日
を
も
っ

て
、
苓
北
町
役
場
を

退
職
い
た
し
ま
し
た
。

昭
和
53
年
11
月
に
採

用
さ
れ
て
通
算
39
年

５
カ
月
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
か
ら
総
務
課
配
属
に
な
り
、

日
々
私
な
り
に
緊
張
し
て
お
り
ま
し
た
。
周

り
の
方
々
か
ら
は
呆
れ
ら
れ
た
り
、
笑
わ
れ

た
り
と
忙
し
い
３
年
間
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
浜
ん
ガ
ー
ル
、
山
ん
ガ
ー

ル
と
自
然
相
手
に
笑
わ
れ
ん
よ
う
に
自
分
磨

き
を
頑
張
り
ま
す
。
長
年
に
亘
り
皆
様
に
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寺
田　

龍
穂

 

昭
和
59
年
の
４
月

か
ら
学
校
給
食
に
携

わ
っ
て
き
て
、
色
々

な
こ
と
を
学
ば
せ
て

も
ら
い
、
体
験
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
、
地

産
地
消
で
食
材
を
納
入
さ
れ
て
い
る
農
家
さ

ん
の
畑
で
の
野
菜
の
収
穫
体
験
。
そ
の
野
菜

を
使
っ
て
志
岐
小
の
先
生
方
と
調
理
実
習
と

会
食
。
給
食
週
間
に
は
、
町
内
の
小
学
校
へ

の
招
待
給
食
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
子
ど

も
達
の
正
直
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
家
で
は
、
少
量
で
す
が
、
家
庭
菜
園

で
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
農
家
の
方
の
大

変
さ
が
身
に
し
み
て
実
感
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
の
町
民
と

し
て
、
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
作
り
な
が
ら
生

活
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

︵
掲
載
は
奉
職
年
月
の
順
︑
原
文
マ
マ
︒︶

こ
ば
や
し　
　

か
ず
ふ
み

た
て
や
ま　
　

せ
い
ご
う

さ
め
し
ま　
　

み
ず  

え

て
ら  

だ　

 　

 

た
つ  

ほ

新年度異動など退職者あいさつ



2021   広報れいほく ２０１８ ４月号広報れいほく ２０１８ ４月号

感
動
を
︒

こ
れ
が
︑
最
後
︒

あ
り
が
と
う
︒

音楽で。

伝えたい。

pickupPHOTO
その時―、広報カメラはとらえた！

都呂々神社例大祭

第
６
回
苓
北
町
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

志
岐
八
幡
宮
例
大
祭

も
っ
と
︑
も
っ
と
︑
高
く
︒

も
っ
と
︑
も
っ
と
︑
高
く
︒

H30.３.18 (日)

H30.３.18 (日)

H30.３.27 (火)
　　麟泉運動公園

○総合優勝　丸井次郎さん

なんのこんぐらい。余裕余裕。

転
ば
ぬ
深
い
芝
︒

富
岡
小
・
志
岐
小
・
苓
北
中
合
同

スマイルコンサート H30.３.25 (日)
　　　志岐集会所



2223   広報れいほく ２０１８ ４月号広報れいほく ２０１８ ４月号

－information－ 商工観光課 商工観光課 －information－

問　商工観光課　担当／荒木　☎○内１１５

問　商工観光課　☎○内１１５

苓北町
物産館
施設使用者を募集します！

れいほくまちぶっさんかん

● 募集者数　　　１者
● 募集施設概要　名　称 … 苓北町物産館(その１)
　　　　　　　　 所在地 … 天草郡苓北町上津深江４５３５番地１
　　　　　　　　 面　積 … １階：１２８㎡　２階：４５㎡

苓北町物産館(その１) ※上図参照の施設使用者を募集します。
使用を希望する人は、下記により応募ください。

○ 施設使用料
１階・２階使用の場合　86,500円/月(税込)
１階のみ使用の場合　　64,000円/月(税込)

※電気水道料等、施設の維持管理に必要な費用は全
て使用者の負担となります。

※１階のみの使用の場合でも、２階の管理をしてい
ただきます。

○ 応募資格
町内外の事業者(個人・法人)とし、業種は指定しま
せん。

※町外事業者の場合は、使用決定後、町内に居住で
きる人を対象とします。

※応募が多数の場合は、施設担当課にて書類審査を
行い、使用者を選定します。

○ 募集期間　４月23日㊊～５月15日㊋　
　　　　　　　(※土日・祝日を除く)

○ 募集要項・提出書類の配布先
施設担当課まで取りに来ていただくか、または町
ＨＰからダウンロードできます。

○ 質問の受付期間　４月23日㊊～５月９日㊌
　　　　　　　　　　(※土日・祝日を除く)
○ 質問の方法

募集要項に添付している所定の質問書を施設担当
課まで提出してください。(※電子メール可)

○ 提出場所　
苓北町役場商工観光課まで、郵送か持参して提出
してください。

○ 施設見学
希望者には、施設の見学を受け付けます。ただ
し、見学を希望される場合は、事前に見学を希望
する日の２日前までに施設担当課に申し込んでく
ださい。

志
岐
麟
泉
︵
鎮
経
︶
公
と

　
　

ト
ル
レ
ス
神
父
を
顕
彰
す
る
︒

平成30年３月に完成したアズレージョ。鐘も設置
されたデザインとなっています。

（トルレス神父の記念広場、４月10日）

天
草
初
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
の
地

　

志
岐
城
主
・
志
岐
麟
泉
は
︑
当
時
︑
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
布
教

長
で
あ
っ
た
ト
ル
レ
ス
神
父
に
来
島
を
要
請
し
︵
１
５
６
６
︶︑こ

れ
に
よ
り
︑
ア
ル
メ
イ
ダ
神
父
が
派
遣
さ
れ
た
志
岐
は
︑
天
草
で

初
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
地
と
な
り
ま
し
た
︒

　

志
岐
に
は
全
国
か
ら
宣
教
師
が
集
ま
り
︑
２
回
の
宗
教
会
議

︵
１
５
６
８
・
１
５
７
０
︶
が
開
か
れ
る
な
ど
︑
キ
リ
ス
ト
教
は

志
岐
を
中
心
に
天
草
全
土
へ
と
広
が
り
︑―

天
草
は
キ
リ
シ
タ
ン

の
島―

と
︑
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

ト
ル
レ
ス
神
父
の
記
念
広
場

　

苓
北
町
で
は
こ
の
３
月
︑
志
岐
城
下
区
に
あ
る
﹃
ト
ル
レ
ス
神

父
の
記
念
広
場
﹄
に
︑
志
岐
麟
泉
公
と
ト
ル
レ
ス
神
父
お
よ
び
南

蛮
人
宣
教
師
を
顕
彰
す
る
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ
を
設
置
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

389 苓北町
温泉プール

苓北町温泉センター
麟泉の湯

温泉スタンド

324

苓北町総合武道館

苓北町麟泉運動公園

苓北町テニスコート

苓北町
コミュニティー

センター

苓北町
体育センター

苓北交番

農村運動広場 消防
苓北分署

至天草市

町道城下・草場線

至
天
草
市
天
草
町

県
道

志
岐
円
通
寺
線

トルレス神父の
記念広場

し　
　
　
　

き　
　
　

り 

ん  　
　

せ 

ん

し 

げ  　
　

つ 

ね

国道324号

苓北町商工会

至志岐 至二江

ＷＣ

駐車場

●募集施設
　苓北町物産館（その1）



  広報れいほく ２０１８ ４月号広報れいほく ２０１８ ４月号

 ☎35-1111　　FAX 35-2454

INFORMATION

掲載希望は総務課広報係へ

お知らせ

町か
らの
お知らせ、くらしの情報

2425

　

農
業
委
員
会
で
は
、
「
く
ま
も
と
農
業
・

最
適
化
推
進
運
動
」
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
町
内
全
域
を
対
象
に
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
や
違
反
転
用
が
な
い
か
、
現
地

確
認
を
行
い
ま
す
。

　

農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
日
程

　

平
成
30
年
５
月
〜
８
月

問　

農
業
委
員
会　

担
当
／
酒
井

　
　

☎
○内
１
２
０

（
苓
北
町
小
規
模
事
業
者
支
援
補
助
金
）

　

苓
北
町
内
に
お
い
て
新
た
に
起
業
・
創
業

を
行
う
者
お
よ
び
後
継
者
を
支
援
す
る
た
め

の
補
助
制
度
で
す
。

▼
対
象　

本
年
４
月
１
日
以
降
で
、
新
規
に

事
業
を
開
始
す
る
小
規
模
事
業
者
、
後
継

者
▼
補
助
金
額　

①
新
規
事
業
者
へ
の
補
助
金

60
万
円
／
２
件
（
予
定
）
②
後
継
者
へ
の

補
助
金
20
万
円

▼
募
集
期
間　

４
月
23
日
㊊
〜
５
月
９
日
㊌

（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

郵
送
は
最
終
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
必

着
。
土
日
・
祝
日
除
く
）

※
必
要
書
類
、
手
続
き
等
、
そ
の
他
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

商
工
観
光
課　

担
当
／
柗
村

　
　

☎
○内
１
１
５

　

町
内
に
あ
る
中
小
企
業
者
の
施
設
整
備
事

業
や
経
営
安
定
に
要
す
る
資
金
の
借
入
に
対

し
、
最
長
３
年
間
の
利
子
補
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者

問　

商
工
観
光
課　

担
当
／
柗
村

　
　

☎
○内
１
１
５

　

天
草
地
域
雇
用
創
出
協
議
会
で
は
、
天
草

地
域
へ
就
職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
と
し

て
、
７
月
14
日
㊏
に
天
草
市
民
セ
ン
タ
ー
体

育
館
に
て
開
催
す
る
、
天
草
地
域
合
同
企
業

説
明
会
へ
の
参
加
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
負
担
金　

１
企
業
に
つ
き
４
，０
０
０
円

▼
申
込
み
締
め
切
り　

５
月
31
日
㊍

問　

天
草
地
域
雇
用
創
出
協
議
会　

　

☎
22
―
０
０
５
０

　

天
草
保
健
所
で
は
、
毎
月
第
３
水
曜
日

に
、
犬
の
し
つ
け
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
愛
犬
の
し
つ
け
に
悩
ん
で
い
る
人
、
こ

れ
か
ら
犬
を
飼
い
た
い
人
な
ど
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

相
談
は
無
料
で
す
。

▼
日
程
（
上
半
期
分
）
▽
５
月
16
日
▽
６
月

20
日
▽
７
月
18
日
▽
８
月
15
日
▽
９
月
19

日
／
13
時
〜
16
時
／
１
人
30
分
程
度
、
先

着
６
名

※
予
約
必
須
。
愛
犬
の
同
伴
は
原
則
不
可
。

▼
場
所　

天
草
保
健
所

▼
講
師　

塚
本
光
（
家
庭
犬
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

　
　
　

タ
ー
）

問　

天
草
保
健
所　

☎
23
―
０
１
７
２

▼
訓
練
科
名　

Ｉ
Ｔ
販
売
基
礎
科

▼
対
象
者　

離
職
者
ま
た
は
自
営
業
を
廃
業

し
就
職
希
望
の
人

▼
募
集
期
間　

４
月
24
日
㊋
か
ら
５
月
25
日

　
　
　
　
　

㊎
ま
で

▼
訓
練
期
間　

７
月
５
日
㊍
か
ら
９
月
28
日

　
　
　
　
　

㊎
ま
で

▼
訓
練
会
場　

有
限
会
社
あ
ま
く
さ
藍
ネ
ッ

ト
（
天
草
市
本
渡
町
広
瀬
）

▼
内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本
・
応

用
、
販
売
管
理
ソ
フ
ト
等

※
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問　

天
草
公
共
職
業
安
定
所

　
　

☎
22
―
８
６
０
９

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

中
小
企
業
振
興
資
金
利
子
補
給
を

行
っ
て
い
ま
す

参
加
企
業
を
募
集
！

「
天
草
地
域
合
同
企
業
説
明
会
」

無
料
！ 

犬
の
し
つ
け
相
談
会

町
内
小
規
模
事
業
者
を
支
援
し
ま
す

公
共
職
業
訓
練（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

ゴールデンウィーク中のゴミ収集計画

平成30年度
精神保健相談のお知らせ

㉄　水道環境課環境班　☎○内１４０／１２９

　一人で悩まず、相談してみませんか？
こころが疲れると、
　「夜眠れない」「不安で仕方がない」
「他の人が言っていることや態度がとても
気になる」などの危険信号が出てきます。
このようなときは、一人で悩まず早めに相
談をすることが解決の第一歩になります。
保健所では、専門医による相談を無料でお
受けしていますので、お気軽にご相談くだ
さい。
ご家族、関係者のみの相談でも構いませ
ん。相談された内容を相談者の許可なく他
言することはありませんので安心してご相
談ください。

※精神科嘱託医による相談は予約が必要です。事前に　　
お問い合わせください。

※保健師による相談は随時受け付けています。
㉄　天草保健所保健予防課　☎２３－０１７２

※本渡地区清掃センターは、期間中の祝日は休業となります。また、例年この
時期は大変混雑し、待ち時間が長くなっていますので、なるべく地区の収集
日に出していただくようご協力をお願いします。

　苓北町と天草市天草町の９つの窯元を会場として、「第２３回 天草西海
岸 春の窯元めぐり」を開催します。新作展示販売や手びねり・絵付け
体験、工場見学ができ、期間中は通常価格より割引販売します。
▼期間　４月２８日㊏～５月６日㊐までの９日間
　　　　（午前８時３０分～午後５時）
▼会場　苓北町…内田皿山焼、工房風、夢幻窯、天竺窯、雲舟窯
　　　　天草市…高浜焼寿芳窯、天草創磁久窯、天草白磁陶房泰、天草
　　　　　　　　唐津十朗窯

㉄　天草陶石研究開発推進協議会事務局　　　
（商工観光課内）担当／柗村　☎○内１１５

天草西海岸 春の窯元めぐりを開催します

天草保健所

水道環境課

精神保健相談

収集日程 ごみの種類 収集場所

日　　　程 場　所
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月

11日㊎・24日㊍
７日㊍・21日㊍
６日㊎・19日㊍
２日㊍・16日㊍
７日㊎・20日㊍
４日㊍・18日㊍
２日㊎・15日㊍
６日㊍・20日㊍
11日㊎・24日㊍
７日㊍・21日㊍
１日㊎・22日㊎

精神科嘱託医
による相談

１４：００～

天草保健所
相談室

２８日㊏

２９日㊐　昭和の日

３０日㊊　振替休日

 １ 日㊋

 ２ 日㊌

 ３ 日㊍　憲法記念日

 ４ 日㊎　みどりの日

 ５ 日㊏　こどもの日

 ６ 日㊐

 ７ 日㊊

収集しません

収集しません

収集しません

収集しません

収集しません

収集しません

収集しません

生ごみ・可燃物

不燃物・資源物

生ごみ・可燃物

全 地 区

坂 瀬 川

全 地 区

４　
月

５　
月



・弔　慰　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるもの

への賛助
・接　遇　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加に

係る経費
・みやげ・記念品　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係

る経費
・その他　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

善意の寄附 ありがとうございました

こせきの窓 ３月受付分

　
　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

五丁目　　木口翔弥斗（かやと）
春の迫　　田口　颯人（はやと）　
本　郷　　竹内　桜心（さくらこ）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名

狸河内　石田　和弘　　狸河内　鵜口　　樹
中　通　益田　信幸　　狸河内　中山　朋香
内　田　梅田　和馬　　天草市　山田　　愛

　区  名　　 　 　氏　　名　　         年齢

五丁目　　梅本　　楓　　100歳
出来町　　吉田　末香　　88歳
春の迫　　澤地サヤカ　　93歳
春の迫　　松本　正男　　75歳
古　里　　浦﨑キヌエ　　92歳
　浜　　　迫田セツヨ　　97歳
城　下　　吉田チヨコ　　81歳
中　通　　西本　　夫　　73歳
松　野　　尾田　義人　　84歳
西川内　　田尻　　武　　95歳
平　木　　満田　惠一　　88歳
内　田　　松尾　悦子　　81歳
元　袋　　尾﨑　隆興　　91歳

●社協寄付（３月受付分）
梅本　健三さん　　川瀨　安子さん　　
吉田　孝一さん　　松本　悦子さん　　
澤地　直人さん　　迫田　正美さん　　
西本チカヨさん　　浦﨑　　紀さん　　
尾田スミエさん　　田尻キクエさん　　
満田　貴子さん　　　
　
●広報れいほく郵送料寄付（H30.3.17～H30.4.16）
中島　智子さん（宇城市）　　田尻　裕史さん（大阪府）
大場　明美さん（茨城県）　　土居下正子さん（東京都）
田﨑　正義さん（菊陽町）　　穂口　正秀さん（宇城市）
田﨑　正幸さん（宇城市）　　平井　紀子さん（熊本市）

〈新生活運動の推進〉お返しは廃止し、お礼状を送りましょう
（敬称略）

お悔やみ申し上げます （敬称略）

裕介・留美
裕介・真理子
　優　・桃華

子どもの急な病気の相談に応じます

■ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電話、光電話からは
　☎０９６－３６４－９９９９

☎＃８０００番

■受付日時　平日：19時～翌８時
　　　　　　土曜：15時～翌８時
　　　　　　日・祝： ８時～翌８時

天草保健所

５月
休館日のお知らせ
麟泉の湯　　　　  ☎３５－３７７０
7日（月）・17日（木）
苓北町歴史資料館  ☎３５－０７１２
毎週木曜日（※３日は開館し、７日を休館）
温泉プール　　　  ☎３５－３３０１
毎週水曜日
富岡ビジターセンター  ☎３５－０１７０
毎週水曜日

●在学期間中の保険料が後払いできます
　申請して認められると４月から翌年３月までの在
学期間中、保険料が後払いできます。この間は「特
例期間」となり、年金を受けるために必要な期間と
して取り扱われますが、年金額の計算には入りませ
ん。特例期間中に、障害や不慮の事故が生じた時に
は、障害基礎年金や遺族年金が支給されます。

●１０年以内なら保険料の追納ができます
　卒業後、経済的に余裕ができた時、将来の年金額
を増額するために１０年以内であれば特例期間分の
保険料を納めることができる「追納制度」がありま
す。

●制度を利用するには役場窓口に申請を！
　学生納付特例制度を利用するには、申請して承認
を受ける必要があります。年金手帳（または個人番
号が確認できるものでも可）、印鑑、学生であるこ

とを証明できるもの（「在学証明書の原本」または
「有効期限が表記されている学生証の写し」）をご
持参のうえ、役場窓口に申請してください。
　原則として年度ごとに申請手続きが必要ですが、
既に承認を受けている人で、最初の申請の際に卒業
予定年月日（在学予定期間）が確認できている場合
には、日本年金機構から本人宛に、ハガキ形式の申
請書（ターンアラウンド）が毎年送付されます。こ
れに必要事項を記入して返送するだけで申請ができ
ます。
　なお、このハガキが届かなかった人や、在学する
学校を変更した人などは、通常どおり窓口での申請
が必要です。

□問　税務住民課　担当／田中め　☎○内１０６
　　本渡年金事務所　☎24－2112

　町長交際費とは、町
長が円滑な行政運営を
図るために町を代表し
て行う外部との交際に
要する経費です。クリー
ンな行政運営を目指す
苓北町では、町長交際
費を毎月公表します。

※みやげ１件（１４個の一括
購入）を含む。

（平成３０年３月処理分）
区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
計

件数
０件
０件
０件
０件
０件
０件
２件
０件
２件

金　額  
0円
0円
0円
0円
0円
0円

11,680円
0円

11,680円

問　総務課　☎○内２０７　35－1111

５月休日当番医
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－０００１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３７－１１１１
☎３５－１１１９
☎３５－１１３３

５月　３日

４日
５日

６日
13日
20日

27日

（木・祝）

（金・祝）
（土・祝）

（日）
（日）
（日）

（日）

慈恵病院

慈恵病院
慈恵病院
猪口医院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
苓北クリニック
苓北医師会病院

（内・整・ﾘﾊ・泌・精・小〈午後〉）
（内・整・ﾘﾊ・泌・小）

（内）
（小）
（内）
（外）
（内）

（内・消）
（泌）

https://www.hellowork.go.jp
求  人  情  報求  人  情  報【常用一般分抜粋】４月１日現在

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号
1230681

1237181

1054381

1055681

1057581

1058481

1059781

1003381

982481

983781

984881

997681

43010-10737881

苓北町
〃
〃
〃
〃
〃

天草市地区
苓北町
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

不問
39歳以下
不問
不問
不問
不問

不問
不問
不問
不問
40歳以下
59歳以下
64歳以下

132,000円～149,600円

144,000円～200,000円

172,800円～185,800円

172,800円～185,800円

163,200円～181,200円

163,200円～181,200円

194,000円～249,500円

187,000円～231,000円

220,000円～310,000円

253,000円

184,000円

177,600円

156,000円～161,000円

海藻の加工及びその他
設備作業員（現業職）
介護福祉士（介護老人保健施設　慈恵苑）
介護福祉士（通所リハビリ）
介護職（介護老人保健施設　慈恵苑）
介護職（通所リハビリ）
介護支援専門員［ケアマネージャー］（居宅介護支援事業所）

大工（造作工事）
建築現場監督
大工
現場作業員
森林整備員
正社員ヘルパー（天草）

1人
1人
2人
1人
1人
1人

1人
2人
1人
1人
1人
4人
1人

幸せにゴールイン （敬称略）

2627   広報れいほく ２０１８ ４月号広報れいほく ２０１８ ４月号

○『学生納付特例制度』をご存じですか？

　２０歳以上であれば、学生も国民年金に加入する義務があります。しかし、ほとんど
の学生には所得がないので、国民年金に加入しても保険料を納めることが困難です。
　そこで、学生本人の所得が一定限度より低い場合、社会人になってから保険料を納
めることができるのがこの制度です。
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携帯・スマートフォンでホーム
ページを見ることができます。
reihoku-kumamoto.jp

　下は、平成29年４月から12回にわたり熊日夕刊に連載された
「新任海上保安官　熊本の海道を行く」。天草拓心高校マリン
校舎が取り上げられた本年２月22日付けの同記事を、熊本海上
保安部と熊本日日新聞社の許可を得て特別に転載したものです。
　ぜひ、ご一読ください。

閉校から１年
　苓洋高校が閉校（平成29年３月）
し、現在の校名となって１年が過ぎ
た４月13日、恒例の熊本丸出港式が
あり、保護者や生徒ら多くに見送ら
れながら、天草拓心高校マリン校舎
３年海洋科学科17人の生徒らが、
11日間の航海実習へと富岡港を出港
していきました（乗組員は山下孝典
船長以下17人の計34人）。

第４代熊本丸、最後の航海
　平成11年に就航した実習船熊本丸
は第４代目で、今年度が最後の航海
となります（第５代熊本丸は本年12
月に完成予定）。
　出港を前に、機関員の木屋一紀さ
んは、「安全な航海となるよう未然
のトラブル防止に努めます」と話し
ました。

受け継がれる水産魂
　同校の歴史は、県立漁民道場の創
立（昭和16年）にはじまり、天草農
業高校富岡分室、天草水産高校、県
立水産高校、苓洋高校、そして現在
の、天草拓心高校マリン校舎へと至
ります。実に五度、校名が変わりま
した。
　校名は変わっても、変わらないも
のがあります。
　受け継がれてきた、伝統と誇りが
あります。
「水産魂を受け継いで、将来の海運
業を担う船舶職員を目指します」

特別企画
閉校から１年、受け継がれる

水産魂

　実習生の吉川周
作さん（西合志）
は出港式で、水産
魂を受け継ぐ証し
を、確かに言葉に
しました。
　県内で唯一の水
産系高校は、わが
町の、誇りです。 出港を前に敬礼する生徒ら（４月13日、富岡港）



○ キャッチフレーズ募集
■応募資格
　全町民及び関係者
■キャッチフレーズの内容
　「苓北町の将来像」や「産業の発展」などを踏ま
え、苓北町をイメージするキャッチフレーズとし
ます。

　（参考：前回のキャッチフレーズ）
　「風光明媚の里に暦をつなぐ文化の祭典」
■応募方法
　用紙に「キャッチフレーズ」を記入し、役場企画
政策課または各出張所へご持参ください。封書で
の郵送も可です。

■応募点数
　応募点数には制限はありません。なお、応募作品
は未発表のものとし、自分で創作したものに限り
ます。

■応募締め切り
　平成３０年６月２９日（金）
■応募の注意
　必ず住所、氏名、電話番号を明記してください。
■表彰
　入選者に対し賞状及び副賞を授与します。

○ 写真コンテスト作品募集
　「美しく豊かな自然」「遙かなる歴史」「伝統ある
文化」の風薫る魅力いっぱいの苓北町を、あなた

の感性で映し出してみませんか。
■テーマ
　後世に残したい苓北町
■サイズ
　カラーのみ、A4～四つ切り（ワイド四つ切り可）。
　単写真に限ります。
■応募点数
　１人２点まで。ただし、平成30年１月１日以降に
撮影した写真に限ります。

■受付期間
　本年９月３日㊊～９月28日㊎※当日消印有効
■発表
　平成３０年１１月上旬。入賞者には個人通知します。
応募作品は産業文化祭で展示しますが、スペース
の関係上すべてを展示できない場合があります。

■表彰
　入賞者へ賞状及び副賞を授与します。（産業文化
祭で表彰します）

■応募規定
　▽応募作品は返却しません▽未発表作品に限りま
す▽デジタル処理による画像の合成・消去は不可
▽入賞者の版権は主催者に帰属します（応募者要
承諾）▽入賞通知後、ネガ・ポジ（デジタルの場
合は画像データ）の提出がない場合は失格▽作品
裏面に、作品題名・撮影場所・撮影年月日・氏
名・郵便番号・住所・撮影データ情報を記入した
応募票を貼付すること▽個人情報は入賞者への通
知・発表・連絡のみに使用します。

　（裏面に応募用紙、応募票あり）

「キャッチフレーズ」と「写真コンテスト作品」を募集！
４年に一度の産業文化祭を１１月１７日（土）・１８日（日）に開催します。
これからのまちづくりや産業の発展について考える、全町民が親しみ、参
加できるイベントを目指します。たくさんのご応募、お待ちしています。

４年に一度の産業と文化の祭典

祭苓北町
産業文化

SANGYO BUNKASAI 2018　



■応募・問い合わせ先　　☎０９６９-３５-１１１１　○内２１２　
　〒863-2503　熊本県天草郡苓北町志岐660　苓北町役場企画政策課「キャッチフレーズ係」

　〒863-2503　熊本県天草郡苓北町志岐660　苓北町役場企画政策課「写真コンテスト係」
■応募・問い合わせ先　　☎０９６９-３５-１１１１　○内２１２

祭
４年に一度の産業と文化の祭典

祭苓北町
産業文化

SANGYO BUNKASAI 2018　

４年に一度の産業と文化の祭典

祭苓北町
産業文化

SANGYO BUNKASAI 2018　

苓北町産業文化祭2018

キャッチフレーズ応募用紙

苓北町産業文化祭2018

写真コンテスト作品応募票

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
記
入
欄

ふりが な

氏名

住所

作品題名

撮影場所
（撮影データ情報）

撮影年月日

ふりが な

氏名

住所

電話番号

●

●

●

●

●

（　　　　　　）
　　　　　　－

電話番号 （　　　　　　）
　　　　　　－

〒　　　－

〒　　　－

※募集内容は裏面をご覧ください。
※記入欄が不足する場合は本用紙をコピーするか、企画政策課・各出張所備え付けの応募用紙でご応募くださ
　い。町ホームページからダウンロードすることもできます。

※募集内容は裏面をご覧ください。
※記入欄が不足する場合は本用紙をコピーするか、企画政策課・各出張所備え付けの応募用紙でご応募くださ
　い。町ホームページからダウンロードすることもできます。

きりとり

平成 30 年　　　月 　　　日 平成 30 年　　　月 　　　日
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